
生体有害性に関連するエアロゾルの
物理化学特性の解析
PM2.5と黄砂粒子の大流量同時採取装置の開発

お問合せ先

研究者名 奥田 知明 准教授
（慶應義塾大学理工学部応用化学科）

okuda@applc.keio.ac.jp

近年特に有害性が懸念されるPM2.5と、黄砂粒子による越境大気汚染に関す
る研究の緊急性・重要性が高まっています。本研究ではバーチャルインパクター
と並列サイクロンを組み合わせたPM2.5と黄砂粒子の大流量同時採取装置の
開発を行っています。本研究により、試料量の制約のため困難であったPM2.5

の発生源や有害性発現機構の解明に関する研究や、有害な物質を吸着した
黄砂による越境大気汚染メカニズムの解明等に大きく貢献することができます。
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生体有害性に関連するエアロゾルの
物理化学特性の解析
エアロゾルの帯電状態および表面積濃度の測定

お問合せ先

研究者名 奥田 知明 准教授
（慶應義塾大学理工学部応用化学科）

okuda@applc.keio.ac.jp

近年、粒子が吸入される際に粒子の荷電数に伴い生体への沈着量が増加する
ことが明らかとなってきました。しかしながら、実環境大気中におけるエアロゾル
の帯電状態の測定は、これまでにほとんど例がありません。本研究では、測定装
置を自作しながら、エアロゾルの帯電状態の測定を試みています。
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微小なエアロゾルの有害性の指標として、粒子の表面積の重要性が指摘され
ています。これは粒子の表面積がその反応性や汚染物質の吸着性に強く関連
するためです。本研究では、これまでに実環境中でほとんど前例のない、拡散
荷電法を用いたエアロゾルの表面積濃度の連続観測を実施しています。

Kulkarni et al.
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